
新潟県「消費喚起・需要拡⼤プロジェクト」⽀援事業

にいがた&あさくさ
カトラリーレシピ・フェスティバル

実施概要

新潟✖浅草キッチンプロジェクト実⾏委員会



実施背景
＜現状と課題＞
①コロナ禍で、カトラリーの需要が激減している。
②コロナ禍で、飲⾷店及び⽣産物の消費が減退している。
③コロナ禍で、海外市場の開拓が難しい（輸出、渡航制限）。
④オンライン化で、作り⼿と使い⼿のリアルな交流機会が減少している。
⑤ものづくりの価値を伝える機会が減少している。

＜優位性と可能性＞
①新潟には、多彩で豊富な飲⾷資源がある。
②新潟には、ものづくりの伝統と技術がある。
③消費者は、付加価値のあるものを探している。
④オンラインで、作り⼿と使い⼿が直接かかわる機会は増加している。
⑤⽬的や価値を共有できる連携＜共創価値＞が求められている。



にいがた&あさくさ
カトラリーレシピ
フェスティバル

新潟県には、海産物や農産物、お酒など豊富な飲食資源があります。
燕市は全国シェア９割を超えるカトラリー（スプーンやフォーク、ナイフなど）の産地です。

この度、世界で初めての試みとして、“カトラリーから料理を創造する”
「にいがた＆あさくさカトラリーレシピ・フェスティバル」を開催します。
新潟県内はもとより、東京・浅草の飲食店も連携し、オリジナル料理を提供。
さらに、一般消費者からもオリジナルレシピを募集し、コンテストを実施します。

【開催概要】 開催期間：2022（令和４）年1月15日～2月13日
 開催場所：新潟県内及び東京・浅草地域の飲食店
【主　　催】 新潟×浅草キッチンプロジェクト実行委員会
【後　　援】 日本金属洋食器工業組合　燕市

新潟県「消費喚起・需要拡大プロジェクト」事業

「にいがた＆あさくさカトラリーレシピ・フェスティバル」及び
「にいがた＆あさくさカトラリーレシピ・コンテスト」の詳細は

こちら



コンセプト

生産者×飲食店×カトラリー

新潟の食材を使い、

カトラリーから新たな料理を創造する。

「カトラリーレシピ」



実施⽬的
①カトラリーの需要拡⼤へ向けた新たな取り組みを実証する。
②カトラリーメーカーと飲⾷店、⽣産者の相互交流を⽣む。
③新潟の⽣産者の＜品質＞＜多様性＞＜こだわり＞を伝える。
④飲⾷店（料理⼈）の＜想像⼒＞＜創作⼒＞を活かす。
⑤カトラリーメーカーの＜伝統＞と＜技術＞を“⾒える化”する。
⑥料理⼈がカトラリーを学び、使⽤する選択肢を広げる。
⑦カトラリーの価値（魅⼒）を訴求し、広く⼀般に伝える。
⑧異業種が連携して＜共創価値＞を⾼めていく。



実施概要
にいがた＆あさくさカトラリーレシピ・フェスティバル
【開催期間】２０２２（令和４）年１⽉１５⽇〜２⽉１３⽇

【開催場所】新潟県内及び東京・浅草地域の飲⾷店 約７０店

【主 催】新潟×浅草キッチンプロジェクト実⾏委員会

【後 援】⽇本⾦属洋⾷器⼯業組合、燕市



実施概要
にいがた＆あさくさカトラリーレシピ・コンテスト
【募集期間】２０２２（令和４）年１⽉１⽇〜２⽉７⽇

【応募資格】プロ、アマ問わずどなたでも、何点でも応募可能

【審査基準】カトラリーから発想された創造性、独創性に富んだ料理等

【審査員】 ⽇本⾦属洋⾷器組合 ⼩林貞夫理事⻑

ナマラエンターテイメント 江⼝歩代表
【特別審査員】

シンガーソングライター 佐藤ひらりさん（新潟県三条市出⾝）
東京2020パラリンピック開会式にて国歌独唱

【受賞発表】Instagram公式アカウントで発表します





お問い合わせ

新潟×浅草キッチンプロジェクト実⾏委員会事務局
（つばさ税理⼠法⼈/県央ランドマーク株式会社）
担当：相場基⼦

TEL:0256-66-3450 携帯：070-7531-0281
FAX:0256-64-2964

E-mail: motoko.aiba1019@gmail.com

tel:0256-66-3450
mailto:motoko.aiba1019@gmail.com

